
オ
ー
ス
ト
リ
ア
綺
想
小
説
コ
レ
ク
ション

世
界
の
終
わ
り
と
葉
巻
型
の
巨
大
シ
ェ
ル
タ
ー
、

歌
う
魚
が
棲
む
洞
窟
、
十
八
世
紀
貴
族
の
転
生
譚
。

天
衣
無
縫
な
想
像
力
で
驚
異
と
神
秘
を
描
く

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
豊
饒
な
幻
想
世
界
を
紹
介
。

国
書
刊
行
会

垂
野
創
一
郎

編
訳

全
三
巻

四
六
判
変
型
・
上
製
・ス
リ
ー
ブ
ケ
ー
ス

平
均
予
価�

四
〇
〇
〇
円
＋
税

垂
野
創
一
郎�

編
訳

装
幀�

コ
バ
ヤ
シ
タ
ケ
シ

編
訳
者

垂
野
創
一
郎
（
た
る
の 

そ
う
い
ち
ろ
う
）

一
九
五
八
年
香
川
県
に
生
ま
れ
る
。
主
な
翻
訳
に 

ペ
ル
ッ

ツ
『
夜
毎
に
石
の
橋
の
下
で
』、
マ
イ
リ
ン
ク
『
ワ
ル
プ

ル
ギ
ス
の
夜
』、
ボ
ル
ヘ
ス
／
フ
ェ
ラ
ー
リ
『
記
憶
の
図

書
館
　
ボ
ル
ヘ
ス
対
話
集
成
』
な
ど
の
他
に
編
訳
書
『
怪

奇
骨
董
翻
訳
箱
　
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
幻
想
短
篇
集
』

（
以
上
、
国
書
刊
行
会
）
が
あ
る
。

小
社
の
刊
行
物
は
注
文
制
で
す
。
お
近
く
の
書
店
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

第
1
回
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本
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築
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〇
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＋
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千
年
の
歴
史
を
誇
り
、最
盛
期
に
は
広
大
な
領
土
を
保
有
し
て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
。

し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、そ
れ
は
中
欧
の
小
共
和
国
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

い
ま
ま
で
存
在
し
て
い
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
「
帝
国
」
は
空
疎
な
幻
だ
っ
た
の
か
。

し
か
し
失
わ
れ
た
帝
国
へ
の
想
い
は
、
そ
の
後
も
見
果
て
ぬ
夢
と
し
て
、
も
と
も
と
あ
っ

た
奇
矯
さ
を
誇
張
さ
れ
な
が
ら
生
き
な
が
ら
え
、
あ
る
種
の
作
家
の
尽
き
せ
ぬ
霊
感
の
源

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
世
界
は
迷
宮
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
煩
雑
な
官
僚
制
度
が
支
配

し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
絶
え
ず
奏
で
ら
れ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
何
よ
り
、
そ
の
日
そ
の
日
を
愉
快
に
暮
ら
す
た
め
に
存
在
す
る
巨
大
な
遊
園
地
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
そ
う
し
た
作
家
・
作
品
を
精
選
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
豊
饒
な
幻
想
世
界
を
そ
の
一
端

な
り
と
も
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

垂
野
創
一
郎
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123 廃
墟
建
築
家

男
爵
と
魚

メ
ル
ヒ
オ
ー
ル・
ド
ロ
ン
テ
の
転
生

D
er R

u
in

en
b

au
m

eister, 1969

D
er B

aron
 u

n
d

 d
ie F

isch
e, 1966

D
ie W

ied
ergeb

u
rt d

es M
elch

ior D
ron

te, 1921

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・ロ
ー
ゼ
ン
ド
ル
ファ
ー

ペ
ー
タ
ー・マ
ー
ギ
ン
タ
ー

パ
ウ
ル・ブッ
ソ
ン

語
り
と
夢
の
交
響

東
方
と
の
合
一

一
九
三
四
年
イ
タ
リ
ア
、
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
近

く
の
町
グ
リ
ー
ス
で
生
ま
れ
る
。
一
九
三
九

年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
住
。
舞
台
美
術
家
を

目
指
し
た
の
ち
法
律
家
に
転
身
し
、 

ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の
区
裁
判
所
判
事
お
よ
び
ナ
ウ
ム
ブ
ル

ク
の
上
級
地
方
裁
判
所
判
事
を
歴
任
。
主

な
小
説
作
品
に
は
『
廃
墟
建
築
家
』（
六
九
）、

『
中
国
の
過
去
へ
の
手
紙
』（
八
三
）、『
黄
金

聖
者
あ
る
い
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
発
見
す
る
』（
九
二
）
が
あ
り
、
他
に
歴
史

書
や
伝
記
な
ど
に
も
健
筆
を
ふ
る
う
。
ま
た

作
曲
も
手
が
け
た
。
二
〇
一
二
年
没
。

一
八
七
三
年
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

に
生
ま
れ
る
。
グ
ラ
ー
ツ
で
医

学
を
修
め
た
の
ち
将
校
と
し
て

ガ
リ
チ
ア
に
赴
任
す
る
も
病
を

得
て
退
役
。
一
九
〇
〇
年
よ
り

当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
最
大
の

発
行
部
数
を
誇
っ
た
日
刊
紙

「
新
ウ
ィ
ー
ン
日
報
」
の
編
集

部
員
と
し
て
世
界
を
飛
び
回
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
は
従
軍
記

者
と
し
て
活
躍
。
小
説
作
品
に

は
英
米
で
も
高
く
評
価
さ
れ

た
『
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
・
ド
ロ
ン

テ
の
転
生
』（
二
一
）
の
他
に

『
炎
の
妖
精
』（
二
三
）
な
ど
が

あ
る
。
一
九
二
四
年
没
。

一
九
三
四
年
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
商
工
会
議
所
秘
書
、
ト

ル
コ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
付
文
化
担
当
官
、
外
務

省
部
局
長
を
経
て
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
事
業
セ
ン
タ
ー
長
に

就
任
。
一
九
六
六
年
に
『
男
爵
と
魚
』
で
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
。
主
な
長
篇

に
探ク

リ
ミ
ス
テ
リ
ウ
ム

偵
神
秘
小
説
の
副
題
を
持
つ
『
死
ん
だ
叔
父
』（
六
七
）、『
ケ
ー
ニ
ッ

ヒ
ル
ー
フ
ェ
ン
』（
七
三
）、『
万
事
休
す
』（
八
三
）
な
ど
が
あ
る
。
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
デ
・
ラ
・
メ
ア
な
ど
の
翻
訳
で
も
知
ら
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
没
。

レ
ン
ズ
職
人
の
家
に
生
ま
れ
た
ゼ
ノ
ン
・
フ
ォ
ラ
ウ
フ
は
前
世
を
記
憶
し
て
い
た
。

以
前
の
彼
は
十
八
世
紀
の
田
舎
男
爵
の
息
子
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
・
ド
ロ
ン
テ
で
あ
り
、

幼
い
頃
、
回
教
僧
の
蠟
人
形
に
命
を
救
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
折
に
ふ
れ
て
姿
を

見
せ
る
回
教
僧
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
さ
な
か
、
つ
い
に
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
と
決
定
的

に
結
び
つ
く
。
そ
し
て
現
代
の
ゼ
ノ
ン
・
フ
ォ
ラ
ウ
フ
と
し
て
転
生
し
た
今
、
己
の

本
質
も
ま
す
ま
す
明
瞭
に
な
る
の
だ
っ
た
。
多
様
な
異
文
化
が
渡
来
・
衝
突
・
融
和

す
る
東
欧
の
地
な
ら
で
は
の
諸
教
混
淆
ピ
カ
レ
ス
ク
神
秘
冒
険
小
説
。
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驚
異
の
旅
・
驚
異
の
博
物
誌

野
党
カ
ワ
ウ
ソ
党
の
陰
謀
で
故
国
を
追
わ
れ
た
魚
類
学
の
大
家
ク
ロ
イ
ツ
‐
ク
ヴ
ェ
ル
ハ

イ
ム
男
爵
。
い
ざ
逆
襲
と
ば
か
り
に
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
樽
の
中
で
六
百
年
前
か
ら
生
き
て
い

る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
先
祖
の
加
勢
を
得
て
、
気
球
戦
団
を
率
い
て
ウ
ィ
ー
ン
征
伐
に
出

発
し
た
は
い
い
け
れ
ど
、
途
中
で
思
わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ

が
そ
れ
は
世
紀
の
発
見
へ
の
入
口
で
も
あ
っ
た
。
神
と
人
、
獣
と
人
が
自
在
に
交
わ
る
博

物
学
の
楽
園
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
か
け
め
ぐ
り
、
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
や
天
上
界
の
存
在
を
も

巻
き
込
む
一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
こ
こ
に
開
幕
。 

第
２
回
配
本

世
界
の
終
わ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
た
語
り
手
は
、
廃
墟
建
築
家

の
設
計
し
た
葉
巻
形
の
巨
大
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
に
誘
い
こ
ま
れ
る
。

そ
こ
で
彼
が
夢
み
る
の
は
、
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
の
七
人
の
姪
が
代
わ

る
代
わ
る
語
る
不
思
議
な
物
語
。
も
し
か
し
た
ら
こ
ち
ら
が
現
実

で
、
葉
巻
シ
ェ
ル
タ
ー
の
ほ
う
が
夢
で
は
あ
る
ま
い
か
。『
サ
ラ
ゴ

サ
手
稿
』
風
の
語
り
の
入
れ
子
構
造
を
持
ち
な
が
ら
、
次
々
繰
り

だ
さ
れ
る
挿
話
の
渦
は
、
そ
の
枠
さ
え
な
し
く
ず
し
に
解
消
し
て

し
ま
う
。
音
楽
へ
の
愛
に
あ
ふ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク

の
粋
を
こ
ら
し
た
魔
術
的
遠
近
法
。 

第
１
回
配
本
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